















































































共 同 研 究 の 計 画 �
7
③世界各地の非文字資料研究を行う研究者を把握し、研
　究協力者として組織し、研究協力関係を形成すること。�
　これらを実現するために、共同研究では、COEプログ
ラムが取り上げた図像、身体技法、環境・景観を中心と
するが、現時点では、非文字資料として独自性が明白な
図像と身体技法に先ず重点を置くことが構想されている。
例えば、日本常民文化研究所およびCOEプログラムが達
成した「絵引」という図像資料研究を、世界的な図像資
料の活用方法とする可能性を追求することになるものと
思われる。すでに、絵引編纂は、その斬新な図像資料の
活用法で海外の研究者から高く評価された。そして、今
後は、世界各地の文化史・美術史研究を行っている研究
機関や研究者と協力しながら、図像資料研究の新たな方
向を開拓できるよう、検討を重ねる必要があろう。�
　身体技法については、今までも主として無文字文化を
対象とする人類学がその研究を行い、研究蓄積も大きい
が、それ以外にも様々なパフォーマンス研究を展開する
学問分野が登場しており、それらの研究を活動の中心と
する研究機関・研究者に関する情報も収集していく。�
�
�
　共同研究は、図像及び身体技法の研究状況を調査する
ことから始めることになるものと思われる。先ずは世界
各地の研究水準を把握するため、今までの研究成果とし
ての文献を入手して分析する。特に資料の内容と研究方
法を重点的に把握する。そして、それらの研究を展開す
る研究機関、研究者の活動を把握するために、限られた
予算を有効に活用して、海外の研究機関や研究者を訪れ、
研究状況を調査することになるであろう。COEプログラ
ムでは東アジアを中心に研究協力をしてきたので、本共
同研究では主としてヨーロッパとアメリカにおける非文字
資料研究の実情を把握することになるものと予想される。�
　共同研究は、参加者の研究員が頻繁に研究会を開き、
収集した資料、情報を持ち寄り、それについて議論をす
ることが中心になると思われる。メンバーの研究員が積
極的に参加し、活発に議論を展開する共同研究にしてい
きたい。�
�
�
　非文字資料研究センターの基幹共同研究としては、第
一期の3年間を終えた段階で、世界的なネットワークを形
成し、世界各地の研究機関・研究者と共同研究を展開す
ることを目指すが、この3年間での目標達成には不安もあ
る。先ず、共同研究を担うセンター研究員の中に、世界
各地の研究状況を熟知している者が少ないことが挙げら
れる。特に身体技法の研究は世界的に盛んに行われてい
るが、それを専門分野とする研究者を非文字資料研究セ
ンターとして確保していない。今後、センター研究員の
拡充を期待すると共に、必要に応じては日本各地の研究
者に支援を求めながら、センター研究員で足りない分野
についても研究を展開していきたい。�
　長期的には、本研究センターの研究員が、内外の学会
で積極的に研究成果を発表し、特に海外の学会を通じて
神奈川大学非文字資料研究センターの研究成果を発信す
ると共に、海外における研究動向を直に把握する機会を
増やすことも重要な活動にすべきであろう。そして可能
であれば、本研究センターに拠点を置くウェブ上に非文
字資料研究フォーラムを形成し、世界各地の研究者が自
由に意見交換や議論できる場を設けることも、今後の課
題としたい。　　�
　本共同研究はやっと組織化された段階であり、本格的
な展開はこれからである。したがって、研究計画もこれ
から具体化していくことになる。共同研究の開始に当た
って、研究内容や方法、さらに具体的な達成目標などを、
研究員全員で協議しながら実施していきたい。�
共同研究の内容�5
課題�6
